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漢字字画による日本語漢字入力支援システムの提案 と実装
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 The input system of the Japanese mainly is constructed on the kana character input or Japanese 
Roman alphabet input by Japanese Pronunciation. This system is difficult to operat for the foreign 
Japanese beginner who does not understand Japanese pronunciation, especially the pronunciation 
of the kanji's. In this paper in order to overcome the difficulty, we propose the system which 
support the kanji strokes input auxiliary method  (the, JCSIM). We built the Japanese input system 
using this  JCSIM method. We performed the experiment to evaluate this system by three foreign 
Japanese beginners. The results howed that the time to input Japanese sentence was decreed by 
using this JCSIM proposed here compared with the normally Roman alphabet inputting method.
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1.は じめに
Kanji Strokes
現在,コ ン ピュー タへ の入力装置 として キーボー
ド,ラ イ トペ ン,タ ッチパネル,音 声入力 システ ム
な ど様々 あるが,ま だ,キ ー ボー ドが最 も有力 な入
力装置で ある田.パ ー ソナル コンピュー タとイ ンタ
ーネ ッ トの普及 によって,日 本人が英語 をキーボー
ド入 力す る機会 が増加 す る一 方で 日本 国内の外 国
人 が 日本語 をキー ボー ド入力 す る機 会 も増加 して
い る.ま た,日 本語教 育の現場 で も,外 国人が利 用
す るための 日本語 ホ,.._.ムペー ジの開設,あ るいは,
E-mai1やイ ン トラネ ッ トを利用 した 日本語作文指
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O一 つの入力 コー ドに二つ以上の漢字が定義
されることは殆んどないので,入力者は候補
か ら入力 したい漢字を選択す る手間が不要
であ る.入 力者 はデ ィスプ レー を見な くて も,
入力 で きる.
● 熟練 す る と,入 力速度 はかな り速い.速 い人
は一分間に二百以上の漢 字を入力 できる.








長時間使わない と忘れやすいか ら,また使 う
時にはも う一度覚 えなお さなければならな
い.
文書処理 を職業 としている人 に とっては少々覚 え
に くくて も,熟 練す ると速 く入力 で きる入力方法が
良い方法で ある.し か し,た まに文書処理 をす るよ
うな人 にとって はあま り有効 ではない と考 えられ る.
漢 字字画の種類 の数 は部 首よ りかな り少 ない.そ
して,字画の構造 も部 首 よ り単純 で,分類 しやすい.
入力 に漢字の字画 を用 い ることに よ り,初 学者 にも
わ か りや す い 入 力 方 式 とす る こ と が で き る.
JCSIM(JapaneseCharacterStrokesInputMethod)
方 式は この方式 に よる日本語入力 システムの補助 シ








































































































として採 用する.出現頻度 が低い字画 「オレ」と「ソノタ」
を合併 して 「ソノタ」とする。
字画 「ミギハ ライ」 と 「テン」 は分類 しに くい場
合が多い.図1の 例の よ うに,漢 字 「木 」 と 「小 」
の字画 「ミギハ ライ」は漢字 「村」 「砂 」の中では 「テ
ン」と間違 われやす い.ま た,漢 字 「林 」の右 の 「木」
の最後 の字画の正 しくは 「ミギハ ライ 」であ り,左
の 「木」の最後 の字画 も同 じであるが,後 者 は 「テ
ン」 と間違われやすい.と ころで,字 画 「ミギハ ラ
イ」 と字画 「テ ン」の出現頻度 は ともに低い のでこ
の二種類の字画を合併す る.
これ ら六種類の字画 の定義 を表2に 示す.
以上の六種 類の字画 に対 し,表3の よ うに,一 つ
ずつキーrS」,rD」,rF」,rJ」,rK」,rL」を割 り当
てた.こ れ らはキーボー ド中段左手の方の三っ と右












漢字 の画数 が五画以上の場合で は初 めの五画 を入
力す るのではな く,初 めの四画 と最後 の字画を選ぶ
が,そ の理 由は同 じ漢字 コー ドに対応す る文字を減
らす ためである.例 えば,「言」,「設 」,「記 」,「計」
の字画 コー ドは初 めの五画で コー ドす る と,全 て同
じである.JCSIM方式 では最初の 四画 と最後の一画
で漢字 を入力す るか ら,「言」,「設 」,「記 」,「計」の
字画 コー ドはそれぞれ 「一,一,一,一,一 」,「一,
一 ,一,一一,＼ 」,「一,一,一,一,ソ ノ タ」,「一,
一 ,一,一,1」 とな り,同 じ字画 コー ドの漢 字の
数 を減 らせ る.
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2.5JCSIM方式 にお ける漢字 コー ド
同 じ字画 コー ドは多数 の漢字 を持つ場合が ある.
調査 に よって,現 在JCSIM方式に基づいて,作 成 し







プラッ トフ ォーム 婁UNDく
3.JCSIH方式に基づ く入力支援システム
3.1システ ムの概 要
JCSIM方式 に基 づ く提 案システム はC言 語で作成
した.更 に 「UNIX」上のテキス トエデ ィタ 「Emacs」
で利用 可能 にす るために,イ ンタフェXを 「Emacs
Lisp」で作 り,「Emacs」に組 み込んだ.入 力者 は コ
ン トロール キー を押 しなが ら,キ ー 「x」と 「o」を
押す こ とで,「Emacs」のフ ロン トエ ン ド(かな漢字 変
換 システ ム)か ら本 シス テム(JCSIM入力方 式)に切
替 えで きる.本 システ ムか ら 「Emacs」フ ロン トエ ン
ドへの切替 えは一文 字(漢字)の入力が終 った時 に,
自動 的 に行 なわれ る.本 システム は図2に 示す よ う
に 「漢 字字画 コー ド生成 」,「漢字検索処理」,「字 画
コー ド定義辞書 」,「多漢 字出力 と多漢字 出力入力者
選択 」 と 「単漢字出力」か らなる.シ ステム各部 に
おけ る処理の詳細を 「システ ム構成」で述べ る.
図2JCSIM方 式 にも とつ くシステム構 成
3.2システム構 成
(1)漢字字 画 コー ド生成
漢字 を検 出す るために,漢 字 の一文字ず つの字画
コー ドが必要 となる.「漢字字画 コー ド生成 」では,
入力者 か らの入力 が一漢字 の字 画 コー ドにな るか を
チ ェックす る.rJCSIM方式」では一漢 字の完全の字
画 コー ドは ローマ字五つ または ローマ字 四つ以下の
最後 にスペース を付 けた ものの二種類 があ る.こ れ
は漢 字字画 コー ド生成の基準 となる.
(2)漢字検索処理

















同 じ字画コー ドは多数漢字 を持つ場合がある.こ
の場合では入力者の選択機能が必要 となる.「多漢
字出力 と多漢字出力入力者選択」は入力者の選択機
能を提供する.同 じ字画 コー ドに定義された全ての























3.3システ ムの支援機 能 と利用 法
JCSIM方式 に切替 えす るには,rEmacs」上 のフ ロ
ン トエ ン ドでコン トロール キーを押 しなが ら 「x」を
押 した後で 「o」を押す.読 み が分か らない漢字 を入
力す る際だ けにJCSIM方式 を使 うので,入 力者 は多
数の場 合で はフロン トエ ン ドで 日本語 文書 を入力す
ることを考 えて,入 力者 に便利 を図 るために,JCSIM
方 式で一つの漢字 を入力 し終 えた ら,シ ステ ムは 自






漢 与字 画 に る 日 。 ξ 子
(3)字画 コー ド定義辞書
「字画 コー ド定義辞書 」は人手 によ り作った もの
である.最 終の出力漢字 をEUCコー ドか ら呼 び出す
た め,字 画 コー ド定義辞書 には検索用イ ンデ ックス
とEUCコー ド漢字ア ドレスの組 が記録 されて いる.
表7に 示 す よ うに,字 画 コー ド定義 辞書 で は予 め
EUCコー ド漢字 ア ドレス(行 と列 二つの部 分か らな
る)とEUCコ ー ド漢字ア ドレスを保存す るポイ ン ト
を定義 し,辞 書の 中でEUCコー ド漢字ア ドレスの 定
義 した文字列を使ってEUCコー ド漢字ア ドレスを表
記 し,EUCコー ド漢字ア ドレス を定義 した保存す る
ポイン トに保存す る.検 索用イ ンデ ックスは 「漢字
字画 コー ド生成 」で生成 した字画 コー ドであ る.「字
画 コー ド定義辞書 」にはJIS第一水準2,965漢字 と
第 二水準3,390漢字 を登録 した.こ れ に よ り,一 般
的な 日本語 文章の全 ての漢字は本 システムで入力で
きる と考 える.
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入力 され た字画 コー ドが多数 の漢字 を持 つ場合 は
図3の よ うに 「E鵬acs」のバ ッファは 自動 に二つ に分
かれ る.上 のバ ッファは元 のエデ ィタ画面を表示す
る.下 のバ ッフ ァは番号 をつ けた候補 を表示す る.
入力者 が番 号を入力 して漢字 を選 んだ ら,図4の よ
うに下 のベ ッフ ァはな くなる.エ デ ィタ を表 示す る
上 の バ ッフ ァは 元 の サ イ ズ に戻 る.シ ス テ ム は




日本語入 力システ ムは2種 類用意 した.入 力 シス
テ ムRはJCSIM方式 を組み込んでい ない ロー マ字 入
力 システムであ り,入 力 システ ムJはJCSIM方式 を
組み込 んだ システム である.入 力 はA,B,Cの 順 に
行 った.各 入力者 は まず入力 システ ムRで 文F1を
入力 してか ら入 力シ ステムJで 文F1を 入力す る.
次 に入力 システムRで 文F2を 入力 してか ら入力 シ
ステ ムJで 文F2を 入力す る.F3につい て も同様 に
繰 り返す.実 験JCSIM方式で漢字 を入力す るのは,









入力者 は,外 国人 日本語初心者 であ り,実 験 を行
う前 にはJCSIM法の使 用経験が ない三人の留学生 で
あ る.入 力者 のデー タは表9に 示す.入 力者Aは 日
本在留期 間 と日本語学習時間が一番長 く,日 本語 レ
ベル も一番 高い と考 えられ る入力者 であ る.ま た,
入力者Cは 日本在 留期間 と日本語 学習 時間が一番短
く,日 本語 レベル も一番低 い と考 え られ る.
実験用 文は100～200文字以 内の3種 類 の文 と し
た.実 験 に関す る詳細 は表10に 記す.文F1か らF
3まで漢字比 率が増 えてい る.特 に文F3は 日本 の
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図6入 力時間軽減図
9。 濃字寧10σ沁
(1)入力者 に よって漢字 の書 き順 が異 な る問題
前に述 べた よ うにJCSIM方式 は漢字 を書 き順 に よ
り,字 画に分け る.字 画 を用 いて字画 コー ドを生成
して,字 画 コー ドで字画 コー ド定義辞 書 にて漢字 を
検 出す る.同 じ漢字 として も,書 き順 が違 えば,漢
字 の字 画 コー ドも違 う.違 った字画 コー ドで正 しい
漢字 を検 出できない.図7の よ うに同 じ漢字 「左 」
は書 き順 「一」,「ノ」,「一」,「i」,「一」で書 く人
もい る し,書 き順 「ノ」,「一」,「一」,「1」,「一」
で書 く人 もい る.間 違 った後者 の書 き順[7】では正 し
い漢字 「左 」を入力 で きない.し か し,日 本 人で も
間違 った筆順 で漢字 を書 く場合が多い.外 国人 日本
語初心者 は 日本語漢 字の書 き順は もっ と間違いやす
い と考 え られ る.
この問題 を解 決す るた めに複 数 の書 き順 の字 画
コー ド定義辞書 を作成 した.間 違いやす い書 き順 で
も漢字 を入力で きるよ うに した.前 の例 では,宇 画
180
左く7二な 究 紮 妻
図7書 き順例
学者 にJCSIM方式 を使 って も らうためには,そ れ ら
の ソフ トウェア とのイ ンタフェー スを作 り,JCSIM
方式 が 「Windows」上の 「Word」な どで実行 でき るよ
うにす る ことも今後 の課題 である.
コー ド 「一・,ノ,一,1,一 ・」 と 「ノ,一 ㍉ 一,1,
一 」どち らで も漢 字 「左 」を入 力 で き る よ うに した . 参考文献
(2)漢字候補が多数存在する問題











JCSIM方式に基づ くシステ ムはrUNIX」上のテ キ
ス トエデ ィタで実行で きる.し か し,外 国人留学生
日本語初 学者 は文章 を入力す るために,よ く使 うの
は 「Windows」上 の 「Word」な どの ワー ドプ ロセ ッサ
ソフ トウェアである.多 くの外 国人留学 生 日本 語初
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